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§ 1　どうして測量するのか？　ーその目的ー
　 ” 洞窟の地図を作る” この一言で終わりと言いたい
ところです。しかし、地図を作成すること以外にも目
的があるのです。洞窟を探検する人達のほとんどは、
報告書に載せるためだけということで測量していると
思います。そのために、測量をする意味が失われがち
です。でも、よく考えてみると、洞窟を測量するとい
うことの目的には、次のような事があげられます。

　洞窟を測量するということは、
　①洞窟の形状をあきらかにする。
　　平面図と縦断面図により、全体的延びの方向やレ

ベルを把握することができ、未知空間探査のヒン

トとなる等々。
　②洞窟内の状況をあきらかにする。
　　洞内の地形や二次生成物の状況。
　③測量結果により各専門分野における研究の基礎資
　　料を提供する。

　洞窟地質、水文学等々
というようなことなのですこれがすべてとは言えませ
んけど、洞窟の測量は根気のいる作業なので、目的意
識をもってやることが大事です。

§ 2　洞窟地図の種類
　地形図、道路地図等々、一般の地図にもいろいろ種
類があるように、洞窟の地図にも洞窟の形状を表すた

図 1  洞窟の平面図

めにいくつか種類があり
ます。この章では洞窟の
地図の種類について述べ
たいと思います。

①平面図 ( 図 1)
　平面図は、洞窟を真
上から見た時の形状を
平 面 に 表 し た も の で、
面的な広がりを表現し
ています。また、洞窟
内の地形や二次生成物
の状況を記号で記載し
ています。この平面図
には、洞窟の主要なこ
とがほぼ描かれている
ので、平面図を見れば
洞窟内のことが大体想
像できます。

　地図とは、「地球表面の一部または全部を一定の割合で縮小し、記号・文字などを用いて平面上に表した図 ( 大
辞泉）。」と定義してあります。洞窟の地図もこの定義に沿って、洞窟の形状や洞内の状況などを記号や文字な
どを用いて、いろいろ洞窟の情報が描かれています。では、そのようないろんな情報が詰まった地図をどのよ
うにして作るのでしょう？
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